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日本の医療成長戦略 ～ＡＭＥＤと医療の国際展開～

• 日本の医療は良い医療

• しかし、医療機器、薬剤の貿易収支は、３兆円に近い赤字

• これまでの調査から、日本が関与可能な医療市場は約２０兆円

• 世界には、日本の医療を求める国もある

• これまでＪＩＣＡ等の実績もある

• 医療国際交流を通じて、日本の国際的地位を認識、向上

• 上記等を踏まえた医療成長戦略の二本の柱

１ ＡＭＥＤ
医学研究の推進、機器・創薬等の開発を効率的に推進

２ 医療の国際展開

日本の良き医療をパッケージでの国際協力を推進（ＭＥＪの役割）
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国際医療協力推進の推進イメージ

相手国の
発展に寄与する

持続的な事業展開

事業としての医療サービスの輸出

相手国の
発展に寄与する

持続的な事業展開

事業としての医療サービスの輸出

ユニバーサルヘルスカバレッジ(UHC)
促進への寄与

国際保健を日本外交の重要課題と位置づけ、日本の
知見などを総動員し、すべての人が基礎的保険医療
サービスを受けられることを目指す

ODA活用、ミレニアム開発目標（MDGs）の達成

ユニバーサルヘルスカバレッジ(UHC)
促進への寄与

国際保健を日本外交の重要課題と位置づけ、日本の
知見などを総動員し、すべての人が基礎的保険医療
サービスを受けられることを目指す

ODA活用、ミレニアム開発目標（MDGs）の達成

相手国の健康改善、経済成長市場の創出
日本のプレゼンス・信頼の向上、日本経済の成長
相手国の健康改善、経済成長市場の創出
日本のプレゼンス・信頼の向上、日本経済の成長
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ＭＥＪの活動が提供するメリット

相手国
 ハード（機器・建物）＋ソフト（人材教育・運営支援）のパッケージ

 日本政府一体となったバックアップ ※信頼性

 一本化された窓口 ※政府、病院、企業へのアクセス

日本の医療界
 国際的な活躍・修練の場を提供

 スムーズな国際活動の支援

 収益拡大の機会 ※インバウンドなど

日本の医療産業界
 顧客ニーズの把握

 事業機会となる情報へのアクセス

 医療サービスとのマッチング

※医療人材教育などのパッケージ提案が可能
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日本の医療の国際展開

 各国の医療ニーズを踏まえて日本の優れた医療サービスを活用し、各国の社会
や経済に適した包括医療システムを提供し、保健医療水準の向上に貢献する。

 ＭＥＪは、官民連携のオールジャパン事業の民間側の事務局を務める。

世界へ展開

世界医療水準の向上

高度先進医療の拡大

世界医療水準の向上

高度先進医療の拡大

世界医療水準の向上

高度先進医療の拡大

日本の医療圏の拡大

世界成長市場の獲得

日本の医療圏の拡大

世界成長市場の獲得

日本の医療圏の拡大

世界成長市場の獲得

包括医療
サービス

医療サービス
医療ノウハウ

医療政策/体制/国民皆保険

医薬品

病院運営管理

教育・研修

国際臨床研究／共同治験

医療機器システム

臨床ﾃﾞｰﾀ等

経済効果等

医療展開拠点の開設

橋頭堡として展開
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平成25年度 経済産業省 補正予算

「医療国際展開加速化促進事業」拠点化促進中

インドにおけるCancer Center設⽴
㈱⽇⽴製作所

ベトナム ⽇本式内視鏡センター
及び検診システム普及
国⽴⼤学法⼈名古屋⼤学

中国 ⻲⽥先進医療・検診システム
丸ごと輸出
医療法⼈鉄蕉会

ブラジル ⽇本式⼤腸がん検診
システム普及
国⽴⼤学法⼈東京医科⻭科⼤学

トルコ共和国病院PPP整備運営事業
における⼊札図書改善事業
アイテック㈱ ミャンマー ⽇本式⼈⼯関節ミャンマー進出

プロジェクト
ナカシマメディカル㈱

インドネシアへのアドバンス内視鏡
トレーニングセンター設⽴
オリンパスメディカルシステムズ株

委託事業 拠点設⽴事業化促進・開業整備事業

モスクワ ⽇ロ先端医療センター
Medical Excellence JAPAN

ラオス HHRD (Healthcare and Human 
Resource Development）
Medical Excellence JAPAN

インドネシア 先進的消化器・肝臓病診断治療の
ジャカルタジョイントセンター設⽴可能性調査
Medical Excellence JAPAN

カザフスタン ⾼度がん診断センター
Medical Excellence JAPAN

GCC諸国 ⽇本式医療拠点化促進
Medical Excellence JAPAN

ミャンマー マンダレーにおける⽇本式乳がん
検診導⼊プロジェクト
㈱メディヴァ

ロシア 循環器画像診断トレーニング
センター設⽴
東芝メディカルシステムズ㈱
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海外医療戦略、今後の課題

• 海外医療推進チーム日本のあり方と戦略

• 人材育成センターの構築

• ＭＥＪアカデミア（仮称）の創設

• 事業推進の仕組み構築

• 日本医療ブランドメニュー

• 相手国及びパートナーの選定

• インバウンド整備

• 医療機器流通促進体制の整備
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新興国における救急医療を考える

日本の救急医療の生い立ちと今後を見据えて・・・

【参考資料】
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交通事故死者数推移

自動車道路
インフラの
整備拡充

※警察庁・道路と交通に関する統計から

20年の間に交通事故
死者数は６割減少

①衝突安全性向上技術 ボディの強化・エアバッグの普及

②少子化高齢化 事故率の高い若者の人口減少

③救急医療体制の整備 ドクターヘリなどの導入

急激なモータリゼーション（自動車の生活必需品化）
が進む中で自動車事故発生件数は増加してきたが、
死亡者数は様々な対策によって低下させてきた。

《東京オリンピック 》●

？
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国際道路交通事故データベース（IRTAD）のデータ（30か国）では、
人口1０万人当たりの死者数は我が国は4.3人（2011年）

韓国米国

米国・韓国は日本の
2.5倍の死者発生密度

政府目標では
2018年までに
さらに下げる

※平成26年版交通安全白書から引用

8位

29位28位

日本は先進国内で交通事故による死者数率が低い
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インド・105,725人

中国・96,611人

インドネシア・16,548人

タイ・12,492人
ベトナム・12,800人

12
位

11
位

8位

インドネシア・ベトナム・タイは日本の倍ほどの死者数がある

世界の交通事故死者数は驚くほど多い

日本
6,639人

1位

2位 １５位
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